
⾃由集会 F1 ワークショップ「知られざる⾷⾁⽬動物の世界〜東欧と⽇本」 
8 ⽉ 26 ⽇（⾦）14:50〜16:50 

 
企画者 増⽥隆⼀（北海道⼤学 ⼤学院理学研究院） 

 
 

私たちは、2010 年 6 ⽉からブルガリアの研究機関との共同研究を始めました。当
初は、研究の進め⽅を試⾏錯誤し⼾惑うこともありました。しかし、共同研究が進む
につれ、バルカン半島南部に位置するブルガリアは、ヨーロッパとアジアの動物相の
両⾯を有していることが明らかとなり、その豊かで多様な⾃然と哺乳類に魅了されな
がら研究に取り組んできました。 

本集会では、以下の共同研究の参加メンバーが、遺伝的多様性分析、におい物質分
析、糞内容物分析、⾃動撮影カメラなどの様々な研究⼿法を駆使し、この 12 年間に
得られた多様な⾷⾁⽬動物に関する研究成果について、ブルガリアを中⼼に近隣の東
欧諸国や⽇本における研究との⽐較も交えて紹介します。また、本集会タイトルと同
様の書名の書籍が、まとめの成果物として本年 9 ⽉に出版されます（次ページ参照）。 

この場をお借りして、共同研究に際して⼤変お世話になりましたトラキア⼤学、ブ
ルガリア⾃然史博物館、東バルカンブタ協会のスタッフに深く御礼申し上げます。 

 
1) 増⽥ 隆⼀（北海道⼤学） ブルガリアの哺乳類、⾃然、⽂化 
2) ⾦⼦ 弥⽣（東京農⼯⼤学） アナグマのにおい物質と⽣態 
3) ⾓⽥ 裕志（埼⽟県環境科学国際センター） ジャッカルの分布拡⼤と⼈間社会 
4) ⻄⽥ 義憲（北海道⼤学） イタチ科動物の遺伝的多様性 
5) 久野 真純（東京⼤学） テンの⾷性と多様性 
 
各講演 20 分、総合討論 20 分 
 

 




